
我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
る

二
六
回
生

村
岡

進

大
学
卒
業
後
、
日
本
原
子
力
研
究
所
等
に
お
い
て
以
下
の

研
究
開
発
に
従
事
し
て
き
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
第

一
期
(
昭

和
引
年

1
)
は
高
速
増
殖
炉
、
核
融
合
炉
な
ど
の
新
型
原
子

炉
の
材
料
開
発
研
究
、
第
二
期
(
昭
和
印
年

1
)
は
放
射
性

廃
棄
物
の
処
理
処
分
研
究
、
第
三
期
(
平
成
凶
年

1
)は
核
不

拡
散
の
研
究
で
す
。
現
在
は
内
閣
府
の
原
子
力
安
全
委
員
会

に
お
い
て
放
射
性
廃
棄
物
の
地
層
処
分
に
関
す
る
調
査
研
究

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
研
究
を
通
し
て
得
ま
し

た
、
日
本
そ
し
て
世
界
の
人
類
の
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の

あ
り
方
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
球
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

宇
宙
の
起
源
を
発
見
し
た
ジ
ョ
ー
ジ
・ガ
モ
フ
に
よ
り
ま
す

と
、
“
太
陽
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
水
素
と
水
素
が
融
合
し
て
発
生

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
す
な
わ
ち
原
子
力
(
核
融
合
)
エ
ネ
ル
ギ
ー
"

で
あ
り
、

地
球
の
大
気
に
放
射
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ほ
と
ん

ど

(
3・2
∞
ポ
)
は
、
太
陽
光
が
も
た
ら
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り

と
も
ゆ
る
が
し
て
い
る
の
が
、

地
球
温
暖
化
問
題
で
あ
り
ま

す
。
地
球
温
暖
化
の
科
学
に
関
す
る
知
識
に
は
ま
だ
い
ろ
い
ろ

な
不
確
定
要
素
が
あ
り
ま
す
が
、
地
球
温
暖
化
の
進
展
が
人

類
を
含
む
生
物
全
体
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
確
実

で
あ
り
、
5
2年
の
「
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第
3
回
締
約

国
会
議
」
の
議
定
書
(
京
都
議
定
書
)
に
よ
り
地
球
温
暖
化
抑

制
に
人
類
が
踏
み
出
し
た
こ
と
は
評
価
さ
れ
て
よ
い
と
考
え
ま

す
。
世
界
の
商
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
卯
%
が
化
石
燃
料
で
あ
る

今
日、

炭
酸
ガ
ス
の
排
出
抑
制
を
実
現
し
よ
う
と
す
れ
ば
そ
の

手
段
と
し
て
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
あ
る
い
は
よ
り
炭
素
含
有
量

の
少
な
い
燃
料
へ
の
転
換
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
人
類
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
の
歴
史
を
見
ま
す
と
、
薪
か
ら
石
炭
、
石
油
、
天
然
ガ

ス
へ
と
、
炭
素
依
存
率
の
よ
り
低
い
燃
料
へ
移
行
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
石
油
と
天
然
ガ
ス
は
資
源
的
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
資
源
的
に
余
裕
の
あ
る
石
炭
を
将
来
の
主
力
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
利
用
し
よ
う
と
し
て
目
指
し
て
い
る
発
展
途
上

国
が
多
い
の
で
す
が
、
こ
れ
は
地
球
温
暖
化
を

一
層
加
速
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
太
陽
光
発
電
、
風
力
発
電
や
バ
イ

オ
マ
ス
(
再
生
可
能
な
生
物
由
来
の
有
機
性
資
源
)
な
ど
の
い
わ

ゆ
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、
利
用
拡
大
は
望
ま
し
い
の
で

す
が
資
源
と
し
て
の
特
性
を
考
え
る
と
現
状
で
は
部
分
的
な
エ

ま
す
。つ
ま
り
、
地
球
の
森
羅
万
象
は
太
陽
光
が
支
配
し
て
い

る
の
で
す
。
太
陽
光
は
陸
地
を
暖
め
、
植
物
を
育
て
(
光
合

成
)
、
動
物
を
生
息
さ
せ
ま
す
。
海
水
を
温
め
蒸
発
さ
せ
て
、

水
蒸
気
を
作
り
風
を
吹
か
せ
ま
す
。
そ
し
て
雲
を
作
り
雨
を

降
ら
せ
ま
す
。
人
類
は
再
生
可
能
で
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
の
太
陽
の
恩
恵
を
享
受
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
直
接
の
太
陽
光
以
外
に
、
僅
か
で
は
あ
り
ま
す
が
地
熱
、

潮
汐
エ
ネ
ル
ギ
ー
そ
し
て
化
石
燃
料
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
大
気
の
温

度
維
持
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。
地
球
自
体
か
ら
の
地
熱
が
大

気
に
放
出
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
全
体
の
0

・O
Hω

求
と
小
さ
い
で

す
が
、
火
山
の
噴
火
や
温
泉
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
で
あ
る
地
熱

の
M
M
i
m
協
は
深
さ
約

m
i
印
刷
ま
で
の
地
殻
に
含
ま
れ
る

放
射
性
元
素
の
放
射
性
崩
壊
に
よ
り
発
生
す
る
熱
で
す
。

そ
れ
ら
の
中
で
、

化
石
燃
料
の
燃
焼
に
よ
る
大
気
へ
の
放
出
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
全
体
の
。
・8
?
%
で
あ
り
、
そ
の
変
動
、
蓄
積
が
地

球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
化
に
大
き
く
係
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
人
類
が
生
存
で
き
る
地
球
の
気
候
は
微
妙
な
バ
ラ

ン
ス
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
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地
球
温
暖
化
の
問
題

さ
ま
ざ
ま
な
地
球
環
境
問
題
の
中
で
、
最
近
世
界
を
も
っ

ネ
ル
ギ

l
源
に
し
か
な
り
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
確
保
で
は
原
子
力
発
電
と
太
陽
光
発
電
を
柱
に
水

力
発
電
等
と
ほ
か
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
う
ま
く
バ
ラ
ン
ス
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

放
射
性
廃
棄
物
処
分
に
関
す
る
正
し
い
理
解
を

世
界
の

一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ω
%
、
日
本
の

一
次
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
口
%
、
世
界
の
発
電
電
力
量
の
凶
旬
、
日
本
の
発
電
電

力
量
の

泊
先
は
、
天
然
に
存
在
す
る
ウ
ラ
ン
の
核
分
裂
を
原

理
と
す
る
原
子
力
発
電
シ
ス
テ
ム
を
介
し
て
担
っ
て
い
ま
す
。

ウ
ラ
ン
資
源
は
現
在
の
べ

l
ス
で
消
費
を
続
け
て
い
き
ま
す
と

前
年
で
使
い
切
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
英

国
、
フ
ラ
ン
ス
、
日
本
な
ど
の
国
は
ウ
ラ
ン
を
使
い
捨
て
で
は
な

く
、
使
用
済
み
燃
料
を
再
処
理
し
て
ウ
ラ
ン
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

を
取
り
出
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
利
用
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま

す
。
こ
の
再
処
理
の
工
程
で
分
離
さ
れ
た
核
分
裂
生
成
物
が

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
で
す
。

我
が
国
で
は
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
は
安
定
な
形
態
に
ガ

ラ
ス
固
化
処
理
し
た
後
、

初
年
聞
か
ら
印
年
間
冷
却
の
た
め
に

地
上
の
施
設
に
お
い
て
貯
蔵
を
行
い
、
そ
の
後
、

地
下
の
深
い

地
層
中
に
処
分
(
地
層
処
分
)
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ガ
ラ
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ス
固
化
体
中
に
含
ま
れ
る
放
射
能
は
時
間
と
と
も
に
減
衰

し、

5
0
0年
後
に
は
数
千
分
の
1
に
低
下
し
ま
す
。
そ
の
後

は
、
半
減
期
の
長
い
核
種
に
よ
る
放
射
能
が
残
存
し
ま
す
が
、

数
万
年
後
に
は
、
ガ
ラ
ス
固
化
体
の
放
射
能
が
そ
の
発
生
に
相

当
す
る
核
燃
料
の
製
造
に
必
要
な
ウ
ラ
ン
鉱
石
の
放
射
能
と

同
レ
ベ
ル
ま
で
減
衰
し
ま
す
。
地
層
処
分
で
は
、
ガ
ラ
ス
固
化
体

は
、
鋼
製
の
容
器
に
封
入
さ
れ
、
そ
の
周
り
に
は
抵
透
水
性
の

緩
衝
材
(
人
工
バ
リ
ア
)
を
設
け
、
数
百
メ
ー
ト
ル
以
深
の
安
定

な
地
層
(
天
然
バ
リ
ア
)
中
に
定
置
・
埋
め
戻
さ
れ
、
長
期
に
わ

た
り
放
射
性
核
種
が
地
表
に
到
達
す
る
の
を
抑
止
し
ま
す
。

現
在
、
最
終
処
分
場
の
選
定
に
向
け
て
の
活
動
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
一
昨
年
の
高
知
県
東
洋
町
の
サ
イ
ト
調
査
問
題

に
見
ら
れ
ま
す
よ
う
に
、
「
原
子
力
発
電
と
原
爆
は
同
じ
で
あ

る
」
「
廃
棄
物
に
よ
る
最
大
規
模
の
核
暴
走
が
起
こ
る
可
能
性

が
あ
る
」
と
い
っ
た

一
部
の
環
境
主
義
者
の
人
た
ち
の
理
不
尽

と
も
言
え
る
宣
伝
に
惑
わ
さ
れ
る
住
民
の
反
応
や
マ
ス
コ
ミ
の

無
責
任
な
報
道
姿
勢
を
見
て
お
り
ま
す
と
、
我
が
国
は
こ
の

分
野
で
将
来
ど
こ
に
向
か
っ
て
行
く
の
か
大
層
心
配
に
な
っ
て

き
ま
す
。

の
賛
成
を
得
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
や
が
て
大
き
な
国
際
的

圧
力
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
国
連
に
提
出
す
る
だ

け
で
も
意
義
が
あ
る
で
し
ょ
う。

第
二
段
階
は
、
ア
ジ
ア
の
非

核
化
で
あ
り
ま
す
。
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
叩
ヶ
国
が
参
加
し
た

「
東
南
ア
ジ
ア
非
核
兵
器
地
帯
条
約
」
が
す
で
に
発
効
し
て
お

り
、
こ
れ
を
ア
ジ
ア
全
域
に
拡
大
し
、
中
園
、
ロ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、

パ
キ
ス
タ
ン
の
参
加
を
促
す
こ
と
で
す
。
第
三
段
階
は
全
世
界

の
核
廃
絶
の
実
現
で
あ
り
ま
す
が
、
米
国
は
最
後
ま
で
抵
抗

す
る
で
し
ょ
う
。
米
国
の
核
の
管
理
を
国
連
に
移
す
等
も
考
え

ら
れ
ま
す
が
現
在
の
国
連
の
能
力
で
は
難
し
く
、
現
状
で
は
米

国
が
保
有
し
そ
の
運
用
を
制
限
す
る
等
の
方
策
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
に
は
米
国
の
圏
内
世
論
に
期
待
す
る
所
大
で
あ

り
ま
す
が
、
オ
バ
マ
大
統
領
の
手
腕
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
国
連
お
よ
び
国
際
原
子
力
機
関

(
I
A
E

A
)
の
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

終
わ
り
に

ζω
∞
年
に
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
核
分
裂
現
象
が
発
見
さ
れ

発
電
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
の
活
用
と
兵
器
へ
の
利
用

可
能
性
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。
第
2
次
世
界
大
戦
の
最
中
に
、

米
国
、
ソ
連
等
に
お
い
て
軍
事
目
的
の
核
兵
器
の
開
発
が
始
ま

核
兵
器
の
な
い
世
界
を

核
廃
絶
へ
の
願
い
は
我
が
国
の
悲
顕
で
あ
り
国
民
の
総
意
で

あ
り
ま
す
。
長
く
続
い
た
5
核
兵
器
国
(
米
、
露
、
英
、
仏
、

中
)
の
体
制
に
加
え
て
、
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
両
国
は
自
国
の

安
全
保
障
と
い
う
観
点
か
ら
核
オ
プ
シ
ョ
ン
を
放
棄
し
て
い
ま

せ
ん
。
ま
た
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
限
り
な
く
疑
わ
し
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、

I
A
E
A
の
核
不
拡
散
条
約

(
N
P
T
)
に
加
盟

し
な
が
ら
、
イ
ラ
ク
、
イ
ラ
ン
そ
し
て
北
朝
鮮
に
お
い
て
秘
密
裏

の
核
計
画
が
見
つ
か
り
、
冷
戦
後
も
さ
ら
に
増
し
て
核
抑
止
に

依
存
す
る
国
際
政
治
の
現
実
を
見
る
に
つ
け
、
原
爆
被
災
国

の
我
が
国
こ
そ
核
廃
絶
の
ロ
!
ド
マ
ッ
プ
を
提
案
す
る
義
務
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
?

核
廃
絶
に
つ
い
て
以
下
の
段
階
的
な
戦
略
を
提
案
し
た
い
と
考

え
ま
す
。
第

一
段
階
は
、
国
連
決
議
の
提
案
で
あ
り
ま
す
。
そ

の
内
容
は
、
①
核
兵
器
保
有
国
に
は
核
兵
器
非
保
有
国
に
対

し
て
核
攻
撃
を
禁
止
す
る
、
②
核
兵
器
非
保
有
国
に
は
い
か

な
る
核
兵
器
も
保
有
さ
せ
な
い
、
③
核
兵
器
非
保
有
国
に
は

そ
れ
を
証
明
す
る
た
め
I
A
E
A
に
よ
る
無
条
件
査
察
を
受
け

る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
。
こ
の
中
で
、
①
が
重
要
で
、
米
国
や

イ
ス
ラ
エ
ル
が
強
く
反
対
し
、
現
状
で
は
こ
の
提
案
は
不
成
立
に

な
る
の
は
ほ
ぼ
明
ら
か
で
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
国
連
加
盟
国
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り
、
米
国
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
に
よ
り
原
爆
が
開
発
さ
れ
、
広

島
、
長
崎
の
惨
禍
を
招
く
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
世

界
大
戦
の
終
了
後
、
早
勾
年
に
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ

l
米
国
大
統
領

に
よ
る
国
連
で
の
有
名
な
=
と
。
呂
田『
O
『

2
Rm・
-
の
演
説
を
契
機

に
、
原
子
力
の
平
和
利
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
誕
生
に

お
い
て
光
と
陰
の
部
分
を
あ
わ
せ
持
つ
原
子
力
で
あ
り
ま
す

が
、
今
後
原
子
力
を
含
め
た
安
全
で
安
心
な
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
つ
つ
、
根
源
的
な
問
題
提
起
で
あ
り
ま

す
各
国
の
経
済
が
い
つ
ま
で
も
発
展
し
続
け
る
こ
と
が
本
当
に

必
要
な
の
か
と
い
っ
た
基
本
的
問
題
の
世
界
的
規
模
で
の
議
論

が
必
要
な
時
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
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以
上

筆
者
略
歴

昭
和
但
年
3
月

昭
和
初
年
3
月

昭
和
お
年
3
月

昭
和
初
年
3
月

昭
和

U
年
3
月

昭
和
引
年

4
月

平
成
時
年
3
月

現
在

千
里
山
(
グ
レ

l
ス
)
幼
稚
園
卒
業

千
里
第
二
小
学
校
卒
業

吹
田
市
立
第
プ
中
学
校
卒
業

茨
木
高
等
学
校
卒
業

大
阪
大
学
基
礎
工
学
部
卒
業

日
本
原
子
力
研
究
所
入
所

日
本
原
子
力
研
究
所
退
職

内
閣
府
原
子
力
安
全
委
員
会
勤
務


